
題

(2)老人の ム」 の り

今村 寸 111
ド」ノ '1

じめに

老人問題のなかいで g 老人 iJ久老人自身の生活にとってはいうまでもなく，老人にかかわ

る そし え iますにとはp されていよう。 tJ. z 
〆」

るjそテ…?にした のジンポジェーム〔;3

可

4
1寸
i
L
 

で 年7月開催)の老 iま .r:E 

る医師，者声ーいってほっと

tま， の健康や生甲斐にとって

ち明け奮

iこ収容しJたままではなく，

活し合うことが大切である

での充実を訴え

1 
Lノ' と通歯周リハヒ。ワテーンヨ など

とともに過せることはz 迭人にとってしめわ Jせであるに追いなし、

しかし万[1令によ と斗それにともな の増加とがみられる老人と ともに匁揺し

合うと二と i亡は 多〈の関難もともなうであろうのそ ってみようと考える。

も死亡が 116人(l仏8労J他 471人

猪) 116組%)で也";tl<

て了 ると，

200人g 計875ノνずある。

るもののE 記入分についてはすべて印才以上 s 組父75-〆'!SJ

才， μ ーノ7_. におよび‘そ 才も

あるリ (表し〔その 1) 

これらのうち学法120人仇

妹 1}，.)と同居し℃いる。このう

父9人，

143人，その他3人

そろっている 6組で"あ

と雷 。〉 も多い。

Ltこカfって

てはピータが75--79才となり

については (7704才)ほぼ開じであるが， i乙て〉し、

も76.2ご「 v、。 1 (その2j
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-ギ八1ft浩子園 rfJ j 11恵子，松浦空Vl

署長l -. 校 1

全体 {その 2) 

年 人勺 年 ir 
コ一一口

fJO才o，_l: 

年令不明 27 I 89 

言十

1I 

今回は学件号r'通して El しか知る ζ とはできなかったが， 75，0絡が

または「普通 G寺病なし)Jと答えているがs にみると，年令、が高えな

るに従勺ては弘、(病気がち)J きりJが増加しといるのは当然とし、え 〔表 2 (その 1)

表立祖父母の日

(その 1)全 体

通 55 し、

寝たきり| 計

気4
100目。

ωョ:以上

200 

26J 

ti9 

20.3 

年令不明
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2何

乏後。老人問題研究

とよ乙較すると E

かる。 2.9形:4.7 %.i 

またひとり哀し

(2)老人の健康と家族とのかかわり

、が，寝たきり者/¥も多いことがわ

ると更に きい1.6安否 7銘)そしい

本調売では「弱し、 U苛気がら)J ，ま最も少ないが，ひとり暮しの老人では最も多くi健康ではなしゅに

うかがえる。寝たきりになれなし

これらのこと会 だけについてみると§ い(病気からJJは;本調査

の全体と?をく同率であるが，

ている;碍ム白とら考えられるが，

きれ」が 1%と増加しごいる。このこと なく iノ

と同居できる恵三上 いともいえる。 2 (その2)j

]. )用便行動について

きり!および I'~\)い(雨気がち) _j m使行動についてみると

日吉い(病気がち_j 江殆んどは自分で思が足せるし， ってもらう はごく僅か

とある。:~寝たきり J となっても約40必 自分でできている。 u!長3 (々 の j) ) 

これを合同居している担父母についてみると，同じく きり!でも半数近くは自分せで注

が霊的の半数じくは

すること

しているJので，用11設の品名茂ー り

ないと考えられる。(表 3 その 2)、

三由一
定ヨ i翠 5言 し、

寝たきり! 計

一上JO
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楽3. てコlq:

(その 1)全 体

り I 10 
排便状況 γ ~._-

;災3 じその)

で川排ぷ旬品~， 、 自分で便所に行く
芭分で便器公使 手f了伝え て便所iと って1~i訟を
用している 使用している

、結気がち〉 寝たきり 弱い 寝たきり 〉号J己d港¥i、 寝たきり 討当 1受たきり

己():t~~64 :t

G5才~，'69才 4 ] 

才-"'74才 2 

75才 ~-.79才白 1 ム

80二ド --~84:t

才 ~'89才

90 .~:t _L 1 

三十 2 2 。 。 。

次開一T才Z州使，士、6犬三4王況才手三、

時々，おし必長手 用常時しーておしめ号使 料等なし pr 
とし、ミ3 し、る

い寝たき i長 ;きり し、 i誌 G' 寝たきり

o o 
才才 5 。

2 
ー

70才--，74才 3 5 

75才~79才 1 b r、3ヲ
一一一一

80才 '~84才 2 り

8L')才~紛:才 2 

らむ才以

計 。 4 。 2 

2 食事iとっし、て

U二殆ん とともに食事~::.とり 少数の別守 でも 炊事はーす知に行っ

ていることが多く 9

Uしん炊事の役割そ担当する ζ とがあ o

ちってし 1る場合には

つω
γ
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老後"老人問題研究(第一-$&) (2)老人の健康と家肢とのかかわり

日1，(:上{包父母そろって隠居に侍まってい でも同様で炊事は家辰一緒ーに行い，食事j勺

とっている。 しメ〕ゐ だけとい も多い。

食事;は老人にとっては しみであることが多いっま

しあうも 0)であ カこ ぜコてし¥る!J'i(よる

あろうc

はっきり られている家庭が6.7必あるがト 756 立会守e

子どもが主体となっ'どいる。

。i
 

'
e
t
 

P
E
K
 

E
-
一ヨロ 当るかをみると嫁が最も多く，特 ぺご い。 次いで娘，

なるが h きつJ も多く妻だけではなど夫も当っといる。

健康状態 i弱いび丙気がら)_I について が多いのは， 久々 、エコベ'"
て 4しげいタプ ¥ 

ない ζ とも意味しtでいる。

「そ にはホーム eヘノレペ…，近所のん一時的入院. んなが交代でなどが含まれ

とれまでの実路調査で

「てし、， -し今回

比べてfJPな<， (全件、て、は子E父56人事

しているととは同様であるが@次し

:tLiま，

(委) t.兵とな

i( 

17 :3人 p 同/官 8人 q ) ， し吋コゆるおう

も少fよし、乙とがよと?えられる。表(そのト 2)) 

義母

(その 1)全 体

こ|孫
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U
-

ハU
一

d
l
-
A命一
40i
一日υ
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今村節子・平八重浩子・古川恵子松浦勲

E 祖父母との同居に対する学生の意識

ここでは祖父母の健康状態が，同居に対する意識に影響を与えているであろうか，与えているとす

ればどのような ζとかをみると

表 5 祖父母との同居に対する学生の意識

意 識 好ましい 好ましくない わからない 解答なし 計

祖父母の健康状態 ab cd ab cd 。b cd ad cd ab cd 
学生にとって

42人 23 5 3 33 13 l 。81 39 
51.9% 59.0 6.2 7.7 40.7 33.3 1.2 。100.0 100.0 

学生の親にとって
27人 14 6 13 44 12 4 。81 39 
33.3% 36.0 7.4 33.3 54.4 30.7 4.9 。100.0 100.0 

註組父母の健康状態についての記入

G 非常に健康(ほとんど病気しない) c ~\] い病気がち)

b 普 通(持病なし) d 寝たきり

先づ学生自身は 祖父母の健康状態如何にかからず同居を「好ましい」乙とと考えるものが最も多

く，その理由として，表現にそれぞ、れ多少の違いはあるが次のようにいっている。

イ)いろいろの話が開けるし，教えてもらえるし，また学べる。… .40

ロ)頼りになり，やさしく好きである。…・.6

ハ)祖父母は大切にしたいし.世話ができて，安心である。…………10

ニ)同居は当然である......…2

次いで「わからない」とするものが多いが.はっきり「好ましくない」と考えるもの少数は，理由

として「うるさ川気そ使う」といっている。

更に両親にとってどうだと学生が考えるかをみると，健康な祖父母との同居については「わからな

い」とするものが最も多いが，次いで「好ましい」とするものが「好ましくないJよりずっと多い。

一方「寝たきり」および「弱い(病気がち)J祖父母との同居については，学生自身にとっての場

合より「好ましいJとするものが少なくなり. n好ましくなし、」とするものとほぼ同率となっている。
これらの理由として. r好ましい」については
イ)いろいろ教えてもらったり 父母の相談相手になる 0 ・・……9

ロ)両親が共働き.商業，忙しい時などに手伝ってもらえる。…12

ハ)いざこざがあっても互に協力しあえる。…・・… 5

ニ)子として親の世話そするのは当然である。……6

「好ましくない」については

イ)祖母と母とのおりあいが悪い。意見があわず口論が絶えない。…・・…8

ロ)父または母が気そ使う。………8

ハ)母が病気の世話lζ大変である…3

などである。
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老後・老人問題研究(第一報) (2)老人の健康と家族とのかかわり

百 「寝たきり」祖父母の実態

本調査で同居の祖父母のなかにしめるいわゆる「寝たきり」老人の率の高いことを前悲した。一般

に「寝たきりjといっても 全くの寝たきりの人から，介援すれば起坐その他いくらかの生活動作が

自力で可能な人など程度の差があるが，今回はそれらの確認まではしていない。

l3例の実態は次表の通りである。

年令は70-74才5例， 75-79才3例.80-84才2例.85-89才2例， 90才1例，

性別では12例までが担母で，祖父は 1例に過ぎない。

それらの配偶者をみると，半数弱の 6例が存命であるが，その健康状態は 4例までは「非常に健康」

また曙通」であるが. 2例は自分も閣い(病気がち)Jで年令もそれぞれ相手と 1-7才の差

であることそ考えると，双方の健康が気になる。

そこで介護者そみると.これら配偶者が健康であれば先づその介護に当っているが.不健康となれ

ば，家族も 2人もの要介護者をみることは到底できないであろう。組母の l例は入院中となっているつ

その他の介護者は.嫁.娘，息子である。嫁，娘のうち主婦専業2例づ、つ.他は農業.商業の合間

でみることになる。 2例は，介護に当る嫁，息子およびその相手即ち夫婦ともに公務員等の勤めをも

っている。

一世に誰が介護するかによョて，老人の欲求表現即ち依存度の異なることがいわれている。今回そ

のようなところまで知ることはできなかったが.ありきたりの.しかし生きていくうえの毎日の身の

まわりの乙とが老人 1人でできなくなった時，それを如何に支援していくか重要なことである。

支援の根本原則は，老人に残っている力を大切にし，できるだけ自立できるように側面援助そする

こと。過度の支援によって老人の心身をますます廃退させることのないように配慮することである。

しかし「寝たきり」になると.このような老人側にある必要性より，介護者側の都合が優先される

傾向にあるのがしばしばである。

例えば生活動作が何らかの方法でまだできるような場合でも 家族はワロウロされるとかえって不

安そ感じたり，うるさく思ったりして.むしろ「寝たきり」を望む場合があり.そんな時でも，用便

についてだけは，最底自分で足して欲しいとも願うのである。一方老人側もどれほど気そ使うかわか

らない。女であればその傾向は一層強い。介護者が娘であれば最後の孝養にもなるわけであるが，こ

れまでの多くは嫁である。

本調査でも父方祖母との同居が最も多く，乙の「寝たきり」祖父母についても同様なことがみられ

る。

唯同居崩始の時期が学生の父母の結婚時からである例が多く.また仕事が農業や商業など家族ぐる

みの生活のなかで老年そ迎えた勇姑と嫁の関係.これらの嫁は忙しく労働の厳しさはあるかもしれな

いが.時間的制約のある特定の職業でないことなど 内包されている複雑な問題をいくらかでも解

しているかもしれなし、

しかしこんな，-eタンで老後問題が解決されるF呈はなく.更に今後についてはこのなかで成育して来
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た学生の;意識のなかからも両日活のよう うかがえる。既にこのような老ノ入介護白 ~“一般

的ではないともいえようn

それでも (t比べて同居iI'.ての高いわが国において号 まだこれま ら家!廷で

生活し合うことの大切さが強調ちれている 0

れにはだだ雑然と同居ヂるので:;はむく， 一定のパノ_.)1.〆，条件が必安なこともあげられているひ

その条牛の lつ，部屋が別に確立していることについても本事例では一応そんっているが予詳細そ

の項にゆずる。

まと

中心、にして， !r~i fC学生が;Ej厄1している

し7T-o

そ

にー功、て調査し，ぞのなかかり吏に，

とがいえる c

よび ι 才，視{す75.4~ずである。

，、， との同居が長も多い。

は健康でおる。

合 同居している のなかに'91必の きり」がし、る。その殆ん ある。

:た)ν 娘等が当っている。

G 祖父母との同居について学生の多くは臼分自身にとヮては「女子まししづと考えるものが多いがb

親にと勺では子ましくなし'1l二考えるものが，祖父母が不健康マ遣うる場合に多いc

7 imi度だきり」の組父母については，学生の父母の結婚時からの同居が多その家族生活のなか

で自然に老年一任jfQえ，比較的恵まれた老後であるといえる。

JJ)との本調査をとおして きぞ践によ

界を気すえながら， 二訟ノ人

全ととがノ今後の大きな誤~~である。

会みたように思うわ ζの限!

無理なく提供される 対応との調和を考察す

ハ
brJ
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(2)乏人心健康と家族とのかかわり
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偶者 i棚五 4又 ↑主
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印刷5 : 二男

45 ! 耳二qn

品 1.1零 o I四男

託収入についての記入

-';~7J;合同居の子どもがみる

b小遭い程ri[.を同居の子-どもがくれる

c小寸室いi:'時々他の子どもがえれる
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. 'F八重浩子・古川恵子・松浦勲

夫

好ましくない

好ましくはい

J良 ;好ましい !わからない

J 
わからずよし、

好ましいーー斗は一子ましくない

し、っしょ

いつも
嫁 |好ましい |わからない

し、っしょ

いつも
}好ましくない

好ましくない

i良 らなし、

らfよし、
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老後白老人問題研究 (2)老人の健康と家族とのかかわり
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3 とれから

4 者人TIZ1縫

む 在宅看護への出発 木

今村節手 e半八、重浩子・古jil忠子 a必li昔勲

特集ー弓 厚生統計協会

S53a G 全曲福祉協議会

S Eil咽 11 全国社会福祉協議会
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